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「知識の伝達一
貯蔵モ デル 」へ の 過剰適応 と理性的能力形成の問題

　　
一

高校 の 「進学
“

面倒見
”

競争」が大学教育に もた らす影響一

筒井美紀 （京都女子大学）

1．問題の所在 と本報告の 目的

　 大学受験 を控えた高校 3 年生 に人気の 高い 教

師とは 「こ の チ ャ
ー

ト／公式 を覚えれば大丈夫」

式の 受験指 導をバ ッ チ リ して くれ る教 師の よ う

だ 。 こ うした「暗記 パ ッ ケ
ー

ジ」の選好 つ ま り「知

識 の 伝達一貯蔵 モ デ ル 」へ の 過剰適応 は 、自力で

グラ フ や表 を読 み解 く
一

分析や 論証一 とい っ た 、

大学で要求 され る「理性的能力」の 形成に 、どの よ

うな影響 を及 ぼ して い る の か 。 本報告は、報告者

が担 当す る入 門科目「社会学 ア プ ロ ーチ 」の 期末

試験 の 得点 と、解答用紙に付加 した ミニ ・質問紙
1

とを関連 づ け て 分析 し、こ れ を明 ら か に す る。

　 こ の解明が重要な の は 、大学 と高校 の 各段階 で

形成 される能力の 問の 、質的ギ ャ ッ プ を拡大す る

社 会的な流 れ が存在する か ら で あ る 。

　朝 日新聞実施の 「2007 年春 主要 100社採用計

画調査」に よ れ ば、新規大卒採用 で 重視 す る 点は

「コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン 能力」「行動力」「熱意」が 選

択式回答の 上位 3 つ だ っ た こ とに加え て、自由回

答 で は論理的思考力 ・文章力 を重視する 企 業が 目

立 っ た。こ うした結果は 、
レ トリ ッ ク ある い は イ

デオ ロ ギ
ー

の 要素も少な くなか ろ う。 だが 、そ の

多寡に拘 らず大学教育 は、グ ロ
ー

バ ル化や知識資

本主義化を背景に競争が激化 し た大卒労働市場

を意識 して 、そ の 形成 に注力せ ざ る を得な い
。

　他方で 少子 化 は、高等学校の 生徒獲得競争を激

化させ 、大学進学実績の 上昇に 血道をあげさせ る 。

そ の ため、進学先別 ク ラ ス 編成 の 早期化の み な ら

ず、「暗記 パ ッ ケ
ー

ジ」を明確に提示する受験指導

が 切 望 され る こ と に な る 。
こ れ は「進学

“
面倒見

”

競争 の 激化」と呼ぶ の が相応 しか ろ う。

　以上 の 理 由か ら、理性的能力の 形成面 に お け る

高校 と大学 の 接続は非常 に重要な課題 で ある 。 そ

れゆえ本報告は、こ れ を実証的に解明 して い く。

解 読 に 基 づ く論述 で あ る。しか も講義で は 、
こ れ

ら 3 つ の グ ラ フ に 全 くふ れ て い ない
。 学生 は初め

て見 るの で あ り、暗記 した こ との 吐 き出 しで は対

応 で きな い
。 すなわち 、 こ の試験で 求め られ た の

は 、講義で学ん だ社会学的視点・概念 を用 い つ つ 、

初 め て 見る グ ラ フ を自力で 読み 解 く一
分析や論

証一とい う理性的能力の発揮な の で ある 。

　解答用紙に付随させ た ミニ 質問紙で は、レ ジ ュ

メ や ノ
ー

ト、教科書 の 指定箇所 の 読み直 し（復習）

の状況、授業参加の あ り方、大学受験 の 勉強 の仕

方な どを質問 した 。 なお、履修登 録者は 253 人、

期末試験受験者は 215 人 で あっ た。

3．分　析

3−1．得点結果の記述統計量

　90 点満点 の 試験で 、平均点は 60．1、 最小 12、

最大 90、標準偏差 14．28 とな っ た 。 問題 ごとの 結

果は、図表 1の とお りで あ る 。

図 表 1 得 点結 果の 記 述 統計 量
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2．データ と試験問題の 内容

　前述の よ うに本報告は 、報告者が担当す る入門

科 目「社会学 ア プ ロ ーチ」の 期末筆記試験 の 得点

と、それ に付加 した ミニ ・質問紙 との 関係 を分析

する。まず、試験 問題に つ い て 述べ る と （問題の

コ ピーは 当 日配布）、 大問が 3 題 、 全 て グ ラ フ の

　各問題 の 変動係数を見 る と、大問 1（2）が O．40、

大問 2 が 0．67 と、 大問 1 （1）と大問 3 に 比 べ て、

大 きな値 とな っ て い る 。 こ れは、大問 1 （1）が

棒グ ラ フ の 記述 、 大問 3 が 「常識問題」に か な り

近 い 問題で あ る こ とに対 して 、 大問 1 （2）が 「ジ

ェ ン ダ
ー
」「イ デ オ ロ ギ ー」概念 を、大問 2 が 「高

学歴代替」概念を、そ れ ぞれ理解 した上で の グ ラ

フ の解読を要求 して い る た め だ、と考えられ る 。

3−2．何 が得点 を左右するか
一

分散分析一

　で は、何が得点を左右す るの か 。 それは や は り、

どれ だけ勉強 した か で あ ろ う。図表 2 と図表 3

に 示 した よ うに、レ ジ ュ メ や ノ
ー

ト、 教科書の 指

定箇所 を読み直 した量が多 い ほ ど、平均点が高 く

な っ て い る。と りわけ、「7 割以上再読」 とそ れ

以外で は、大 きな差が認め られ る 。
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図 表2 レジュ メや ノートの 再 読程度と合計得点の 関係
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が ある の で 、3× 3＝ 9 グル
ー

プ を作 り、平均

点を比較 で きる 。こ れ を示 した の が図表 6 で あ る。

有意確率＝．002

図表6「これを覚えれば大丈夫式受験指導 が 大好きだっ た」x

「教科書や 論文 を読む よりも板書をノートしてい る方 が しっ くり」

で見 た平 均 点 の 比 較
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図表3 教科書の 指定箇所の 再読程度と合計得点の 関係
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　以上 は 「学問に 王道無 し」を再確認 した結果と

な っ た 。 よ り興味深 い の は「講義中 に 教 科書 や論

文を （独 りで）読 む よりも、板 書 を ノ
ー

トして い

る方が 、 自分に は し っ くりする」か どうか で 、 平

均点が変わ っ て くる ことだ 。 、「講義中 に教科書や

論文を （独 りで）読む」とい うの は、グ ラ フ を作

成 ・記述 し、そこ か ら因果仮説を考える エ ク ササ

イズ の 後、それ に対応する箇所を自力で 読み考え

る と い う作業を行わ せ た、と い う意味で ある 。 図

表 4 か らは「板書 を ノ ー
トして い る方が しっ くり

す る」ほど、得点が低 くな っ てい る こ とが わかる。
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図 表4 「講義中に 教科書や 論文 を読むよりも板書をノート

　 してい る方が 自分 に は しっ くりする」と合 計得 点 の 関 係
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3・3．「知 識の伝達 一
貯蔵モ デル 」へ の過剰適応

と理性的能 力の 形成 ・得点結果の 3 者関係

　教科書 や論文 を （独 りで ）読 む よ り板書 を ノー

トして い る方が しっ くりする一 こ の 構えは 、既

に高校時代につ くられて い るに違 い な い 。そ こ で、

こ れ を「『こ の 図表／公式を覚えれ ば大丈夫亅 と

い う形 で重 要箇所 を明示 して くれ る受験指導が

大好 きだ っ た」とク ロ ス させ る と （図表 5 ；当 日）、

大好 きだ っ た ほ ど「板書を ノ ートし て い る方が し

っ くりする」こ とが わか る （Somers’d ＝ ．197）。

　以上 か ら見え て くる の は「  こ れを覚えれば大

丈夫式受験指導が大好 き→   自力で読む よ りも

板書を ノ ートす る方が しっ くり→  得点が 低 い 」

とい う流れ で ある 。     は各 々 「当て は ま る」「ど

ち らで もない 」「当て は まらな い 」の 3 つ の カ テ ゴ

＊ 第 嘱 （「大 好 きだっ た1）の 分散 分 析 ：有意 確 率 ＝．123

　表中 の 斜字体に 注 目さ れ た い 。「こ れ を覚えれ

ば大丈夫式受験 指導が大好 きだ っ た わけ で もな

く、板書 の ノ
ー

トの方が しっ くりするわけで もな

い 」学生 の 平均点は 65．6 点 、 「こ れ を覚えれば大

丈夫式受験指導が大好きで 、 板書の ノ ートの 方が

しっ くりする」学生 の 平均点は 55．9 点 と、ほ ぼ 10

点の 差がある 。 もち ろ ん、第 1層 の 分散分析 は 有

意確率＝．123 と な っ て い る 。 だが、こ の 差を無視

するべ きで は なか ろ う。 しか も後者は 41 人 と、

受験 者の 約 2 割に達す る 。 未受験者 43 人 の 大半

も、こ の タイプ で

■
あ ろ うこ と は想像 に難 くな い 。

4．結　論

　高校時代の 「知識の伝達一貯蔵モ デ ル 」へ の過

剰適応 は、大学で 要求され る分析や論証とい っ た

理性的能力の 形成 に マ イ ナ ス で あ る一 以 上 の

分析は 、
こ れ を実証 した 。

こ の 問題は経済競争の

激化に加え、少子化の進行過程で さら に拡大する

だ ろ う。 先 日、某高校 の 先 生 が 「私学 の 授業料に

見合うサ
ービス を私 たち は 日々 提供 して い るが 、

「や りす ぎと ちが うか ？！」と い う日々 の 私 の 思 い

を「進学
“
面倒見

”
競争」と い う言葉 に我が意 を得

た」と言わ れた 。 また別の 高校の先生は 「高校の

仕事は とに か く生徒を大学 に 入れる こ とで、そ こ

か ら先は大学が 何 とか して くれ る と思 っ て きた」

と言われ た 。 高校 と大学の接続の 、 理性的能力の

形成面 に お ける 矛盾の 拡大に歯止め をか ける こ

との 困難 さが 、非常に懸念 され る の で ある 。
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